
担当教員 教員の実務経験 無 実務経験の職種

【科目の目的】

この授業の主な目的は、学生に異なる文化や環境での国際的なビジネス経験を提供し、国際ビジネスに関連するスキルや洞察を
開発することです。学生は国際的なビジネス環境でのコミュニケーション、戦略的思考、および問題解決能力を向上させ、異文
化コンテキストでのリーダーシップスキルを発展させます。

【科目の概要】

海外のAI・IoT先進地を視察し、現地の文化に触れることでグローバルな感性を身につける。

【到達目標】

他文化との交流を通じて自文化を再認識し、異文化に対する適応能力を高める。現地フォーラムなどに参加することで、英語に
よるコミュニケーション能力を身につけ、最新のＩＣＴ技術や最先端のテクノロジー情報を収集することができる。また、目ま
ぐるしく変化するＩＴトレンドを実感することで柔軟な思考力とグローバル市場において活躍できる人材となる素養を身につけ
る。

【授業の注意点】

研修をより有意義なものとするため、積極的な参加姿勢(質問など)を重要視している。事前準備の密度も評価に採り入れる。理
由のない遅刻や欠席は認めない。また、授業時数の４分の３以上出席しない者は最終評価を受けることができない。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

レポートを提出し、プレ
ゼンテーションが一部で
きる

レポートやプレゼンテー
ションが限定的であり、
内容や表現が不十分であ
る

ふつう あと少し

学習目標を一部設定し、
一定の計画を立てている

学習目標や計画が限定的
であり、取り組みが不十
分である

学習目標や計画が不明確
で、取り組みがほとんど
見られない

異文化理解を一部高め、
適応力を示し、現地でコ
ミュニケーションができ
る

異文化理解が限定的であ
り、適応力に欠け、コ
ミュニケーションに支障
がある

異文化理解や適応力が不
足し、現地でのコミュニ
ケーションが難しい

優れている よい

到達目標
A

海外研修の学習目標を具
体的に設定し、計画的に
取り組んでいる

学習目標を設定し、計画
的に取り組んでいる

異文化理解を深め、適応
力を高めており、現地で
円滑にコミュニケーショ
ンできる

異文化理解を高め、適応
力を発揮し、現地でコ
ミュニケーションが取れ
る

到達目標
B

到達目標
C

学習目標に向けて優れた
成果を達成し、学んだこ
とを実践できる

学習目標に向けて良好な
成果を達成し、実践能力
がある

学習目標に向けて一定の
成果を達成し、基本的な
実践能力がある

要努力

科目名 海外研修２ 年度 2025

Overseas Training 2 学期 後期

単位数 1 種別※ 実習

英語科目名

学科・学年 ＡＩシステム科 ２年次 必／選 選 時間数 30

―魚住拓摩、石原美由紀

学習成果が限定的であ
り、実践能力が不十分で
ある

学習目標に向けてほとん
ど成果を上げず、実践能
力がほとんどない

チームでの協力やリー
ダーシップが不足し、プ
ロジェクトが失敗してい
る

【教科書】

配布資料

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

授業内容の理解度、実施内容について評価する。積極的な授業参加度、授業態度によって評価する。

チームでの協力やリー
ダーシップを発揮し、共
同プロジェクトを成功さ
せている

チームで協力し、リー
ダーシップを示し、共同
プロジェクトを成功させ
ている

チームで協力し、一部
リーダーシップを示して
いる

レポートを提出せず、プ
レゼンテーションができ
ない

チームワークやリーダー
シップが限定的であり、
プロジェクトが不十分で
ある

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

到達目標
E

到達目標
D

研修内容を詳細にまとめ
たレポートを提出し、効
果的なプレゼンテーショ
ンができる

研修内容をまとめたレ
ポートを提出し、プレゼ
ンテーションができる
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3
渡航準備と法的事
項

渡航に必要な準備と法
的事項を理解し、安全
な海外滞在の計画を立
てる

4

科目名 海外研修２ 年度 2025

Overseas Training 2 学期 後期

授業内容

海外研修の重要性

2
目的地の選定と予
算作成

研修先の選定基準を学
び、予算の作成方法を
習得する

研修先の選定 研修先の選定ができる

異文化コミュニ
ケーション

異文化でのコミュニ
ケーションスキルを向
上させ、誤解を防ぐ

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1
海外研修の概要と
目標

海外研修の概要を理解
し、研修の目標を設定
する

プロジェクトマネジメントができる

予算の作成 予算の作成ができる

パスポートとビザの取
得

パスポートとビザの取得ができる

3旅行保険について理解している

資金調達 資金調達の計画ができる

3

インターンシップ

旅行保険

法的事項の把握

異文化コミュニケー
ションの基本

文化的感受性

コミュニケーションの
誤解

研修スケジュール

アクティビティの選定

3

3学びの抽出

3

6
研修先での生活と
安全対策

研修先での生活や安全
に関する知識を習得
し、安全対策を講じる

7 異文化体験と学習
研修先での異文化体験
を通じて学び、成長の
機会を追求する

成果の報告をすることできる

研修成果をまとめることができる

8
インターンシップ
とプロジェクト

研修先でのインターン
シップやプロジェクト
を通じて実践的なスキ
ルを磨く

インターンシップに参加し実務経験を獲得する

プロジェクト

成果の報告

9 3

研修計画の詳細化

研修のスケジュールと
アクティビティを詳細
に計画し、実施計画を
策定する

研修で得たスキルをキャリアに生かす方法を理解してい
る

研修で得たスキルをどう国際的なキャリアに生かす方法
を理解している

研修で得たスキルをどう将来に生かすか理解している

5

緊急事態への備え

異文化体験の価値

将来の計画(1)

研修のプレゼンテーションができるプレゼンテーション(1)2

成果を自己評価できる成果の評価2

 研修成果の発表

研修成果を発表し、他
の学生と共有するプレ
ゼンテーションスキル
を向上させる

海外研修の振り返りをすることができる海外研修の振り返り

3

3

3

10
海外研修の振り返
りと評価

海外研修を振り返り、
習得したスキルと成長
を評価する

11
海外研修のキャリ
アへの活用

海外研修の報告書を作成することができる報告書の作成

研修成果

成果を文書化することができる成果の文書化2

海外研修で得たスキル
をキャリアに活かす方
法を学び、将来への展
望を明確にする

12
海外研修報告書の
作成

海外研修報告書を作成
し、研修の成果を文書
化する

スキルのキャリアへの
適用

国際的なキャリアの機
会

目標の設定

文化の理解

海外研修の重要性を理解している

3海外研修の目標を設定できる

海外の文化を理解している

成長評価

健康管理

研修先の法的事項を理解している

異文化コミュニケーションの基本を理解している

3

研修先での学びを抽出できる

研修先での成長を評価できる

3

異文化体験の価値を理解している

アクティビティの選定ができる

安全対策をより理解している

異なる環境での生活への適応、安全対策の実施ができる

文化的感受性を理解している

異文化コミュニケーションの誤解について理解している

研修スケジュールを作成できる

安全対策の詳細化

食事
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2

3

1

2

3

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

報告書をプレゼンテーションすることが出来るプレゼンテーション(2)113
海外研修報告書の
プレゼンテーショ
ン

海外研修報告書をプレ
ゼンテーションし、他
の学生に成果を共有す
る

3研修を通して将来の計画を明確にできる

研修を通して自己評価できる

持続可能性の視点を理解している

3

3

15
海外研修の振り返
りと将来への展望

海外研修を振り返り、
将来への展望を明確に
し、個人の成長を評価
する

海外研修の持続可
能性と倫理

海外研修の持続可能性
と倫理的な側面を考
え、社会的責任を強調
する

社会的責任の重要性

振り返り

将来の計画(2)

自己評価

倫理的な考慮を理解している

社会的責任の重要性を理解している

海外研修を振り返る

倫理的な考慮14

持続可能性の視点

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他
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